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イベント概要 

 
[企業名]  株式会社クレスコ  

 

[企業 ID]  4674 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  2022 年 3 月期決算説明会 

 

[決算期]  2021 年度 通期  

 

[日程]   2022 年 5 月 12 日  

 

[ページ数]  32 

  

[時間]   15:00 – 15:50 

（合計：50 分、登壇：35 分、質疑応答：15 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役会長   根元 浩幸 （以下、根元） 

代表取締役 社長執行役員  冨永 宏 （以下、冨永） 
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登壇 

 

司会：皆様、お待たせいたしました。ただいまより、株式会社クレスコ 2022 年 3 月期決算説明会

を開催いたします。お忙しい中、ご視聴くださいまして誠にありがとうございます。 

本日は代表取締役会長 根元浩幸より、2022 年 3 月期決算の概要、並びに今期の見通しについてご

説明いたします。その後、質疑応答の時間を設けております。 

ご質問は、画面の「質問する」のボックスよりご質問内容をご入力いただき、送信をお願いいたし

ます。送信は説明の途中でも可能となっております。お送りいただいたご質問はこちらで代読し、

会社出席者よりご回答申し上げます。 

なお、お時間の関係ですべてのご質問へのご回答が難しい場合がございます。あらかじめご了承く

ださい。説明会終了時刻は 16 時を予定しております。 

それでは早速始めさせていただきます。根元会長よろしくお願いいたします。 

根元：株式会社クレスコの根元でございます。今日は弊社の 2022 年 3 月期の決算のアナリスト向

け説明会にご参加いただきましてありがとうございます。私からは 30 分程度お時間をいただきま

して説明をさせていただいて、その後に質疑応答の対応をしたいと考えております。 
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まず決算の説明の前に、この 4 月に会社ロゴが変更となりました。 

それについて少しお話したいと思います。変更の経緯は、私どもの創業者である岩﨑という者が昨

年 6 月で取締役を退任して、もう次世代に経営を託すという、引退をしたということ。それから、

今年の 4 月から社長交代。また東証の市場変更でプライム市場に移行したというような経緯もあり

まして、私どもの会社の中では 2022 年 4 月からを第 2 創業期というふうな位置づけで考えており

ます。そういう機会でもありますので、35 期になりますけれども、ロゴを刷新したということに

なります。 

この右、下の方にロゴが出ていますけれども、ローマ字でクレスコ、それからオレンジのアスタリ

スクを崩したような、右に出ているようなロゴなっております。 

デザインコンセプトは、Challenger wildcard ということで、このアスタリスクのところは、ITの

世界でよく一般的にワイルドカードとして用いられるアスタリスクを崩したもの。そこからのデザ

インになっております。カラーについては、アドバンスト・オレンジということで、力強い前進。

それからクレスコのローマ字はトラスト・ブラックということで、確かな信頼を表しております。
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意味としましては、あらゆる対象にマッチするワイルドカードのように、枠に捉われない考え方や

開発に挑戦して、社会を前進成長させる姿というのを表しております。 

 

それでは、本題の決算の話に入ります。 

このスライドは 2 月の 28 日に発表しました、業績配当の修正の内容となっております。今週発表

しました決算の数字もほぼほぼ、この後に説明しますが、この 2 月 28 日に発表したものに近い形

に着地しております。売上は 440 億、営業利益で 44 億 4000。配当を期末に 4 円増配しまして、

通期で 44 円というふうな配当の発表をしております。 
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2 日前、一昨日に発表しました決算の結果でございます。前のページで話しましたけれども 2 月

28 日に発表した数字から多少、上振れはしていますけれども、ほぼその数字で着地したという形

になっています。

全般的には、通期通して一昨年のコロナの影響はもう完全に払拭できて、デジタル変革の波という

のですかね、そういうことでお客様の投資も順調だったということで、良い決算内容で終えること

ができたと思っています。

売り上げで言いますと 11.9%と 2 桁の増収になっております。

特に、クレスコ単体が 13%の増収。それから、第 2 四半期にグループ入りしました OEC という売

り上げ 20 億程度の会社ですけれども、そこが収益の増加に寄与しております。11.9%のうちの 3%

が OEC の寄与分となります。

営業利益につきましては 27.9%、経常利益 16.6%、当期純利益 22.9%の増益で、連続で過去最高益

を更新しました。また増収の効果や、販管費未消化というのもありまして、営業利益率は 10%。

目標値を 10%と置いていますので、それを超えることができたという数字になっております。
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続きまして受注高・受注残高です。 

右に書いていますけれども、受注高・受注残高ともに前年比で比べますと 117.7、130.8 で、かな

り良い状況にはなっております。受注残高でいいますと、この三角の折れ線グラフがありますが、

下の方、右下に 95 億ということで、かなり良い数字で受注が積み上がっているという状況です。

そういうこともありまして、この第 1 クォーターのスタートは順調なスタートができているという

状況です。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

7 
 

 

セグメント別の売上高・利益についてご説明いたします。 

まず ITサービス事業です。IT サービス事業は三つのサブセグメント、エンタープライズ・金融・

製造の三つがありますが、それぞれすべて伸ばしておりまして、トータルで 10.7%の増収です。 

エンタープライズにつきましては、人材紹介・人材派遣、あと運輸業、建設・不動産、旅行・ホテ

ルといった各分野で受注は回復していますし、先ほど申しました、OEC という会社を連結したこ

とに伴う、医療・ヘルスケア分野で増加しておりまして、6.7%の増収となっております。 

金融につきましては保険分野の大型案件の受注、あと証券・クレジット等、その他分野が伸びてお

ります。OECの連結効果もありまして、10.7%の増収になっています。 

製造業につきましては新型コロナに伴う半導体不足等の影響で、自動車・輸送機器関係はほぼ前年

並みだったのですが、その他の機械・エレクトロニクス分野の先行投資、あとは OEC の連結効果

があったということで、18.4%で結構な伸びになっております。 

セグメント利益の利益額も 23.4%、123.4 で、収益が伸びたことによって伸ばしているという状況

です。あとは不採算のプロジェクトは、発生はしましたが、ある程度極小化できたかなと考えてお

ります。 
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次のセグメントですが、デジタルソリューションということで、我々ここを強化していこうという

ことで、昨年度から始まっている中計でもセグメントとして切り出しております。 

売上高は 21 億 700 万で、まだ全体の売上としては 5%、5.6%と小さいのですけれども、クラウド

のサービス、RPAのライセンス販売、あとは子会社でのソリューションの案件の受注等で

44.4%、前年対比でいうと 44.4%の増収になっています。セグメントの利益は 15.1%の増益で、売

り上げに比べるとかなり小さいのですけれども、これはこのセグメントを強化するということで、

昨年度かなり人をこちらに先行的に配置したということで、セグメントの利益の伸びは少ないと、

利益率をちょっと落としているという状況であります。 
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次に、中期経営計画の進捗状況ということでお話します。昨年、2030 年に向けた経営ビジョン、

長期経営ビジョンということで「CRESCO Group Ambition2030」というのを掲げました。 

この下、右下に書いているような行動指針を作りまして、グループの社員で、こういうようなマイ

ンドでやっていきましょうというふうなことで、長期ビジョンをスタートさせております。 
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併せて、中期経営計画ということで、3 年間の中期経営計画を策定しております。 

中計 2023 と呼んでいます。10 年間の 2030 年までの間に、中計を 3 回繰り返すような今、想定で

考えております。中計の 2023、それから次が 2026 ですかね。それから最後が 2030 という形にな

ると思います。 

この中計の 2023 においては、三つの基本戦略、三つの重点戦略ということで掲げています。重点

戦略の方はこの真ん中、緑の帯で書いていますが、先ほど申しましたセグメントのデジタルソリュ

ーションというところを強化していく。機動的な経営を深化させていく。人間中心経営を深化させ

ていくというふうな話。それから基本戦略は、既存のコアビジネスをもっと強くするということ

で、IT サービスの拡大、品質の強化、技術の強化と、この三つを挙げております。 
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それぞれどんなような動きがあったかというのを、ちょっと簡単にご説明したいと思います。 

クォーターごとに、いろいろあったイベントは書いていますけれども、今回は第 4 クォーター、昨

年度の最後のクォーターであったことを少し簡単に、この枠で囲っていますけども、こういうよう

なことがありましたと書いています。デジタルソリューションの強化のところでは、クラウド環境

における運用最適化を進める「Operation+オートメーションプラン」、「Account+CloudHealth

オプション」というふうなものを、新しいものをリリースしております。 

あと機動的経営の深化ということでは、冒頭にちょっとお話しましたけれども、コーポレートロゴ

の変更を 2 月の末に 28 日にプレスリリースしております。人間中心経営の深化ということでは、

健康経営優良法人 2022 というのに、3 年ぐらい前から応募しておるのですが、結果が出まして、

2800 社中 800 番から 850 番の間というふうなことで認定をされております。 
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続きまして基本戦略ですが、ITサービスの拡大ということでは、これは以前からあるのですけど

も、ソリューションニングプロセスという、新しい案件に関してそれにどのように提案をしていく

か、取り組んでいくかをレビューする、作戦を立てるようなプロセスがありまして、それを活用し

た新規の提案というのは結構推進したということでトピックとして挙げております。 

品質の強化につきましては、ISMSの継続審査・拡大審査を経て認証を取ったということで、これ

も 3 年ぐらい前からやっていますが、継続してやっている活動であります。 

技術の強化というとこでは、これは 1 番目のところはスクラムマスター、アジャイル開発における

そういうハンドブックですね、そこでレビュアーとして社員が参画したり、IBMのそういう AIの

部門の社員、当社の社員がそのプログラムに載って表彰されていると、認定されているというふう

なイベントがありました。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

13 
 

 

進捗状況：経営目標ということで、2023 年の中計の目標は売上 500 億、営業利益 50 億、ROE 

15%ですが、この下の棒グラフで書かれているように、今売り上げについては 444 億、営業利益

44 億、ROEは 15.6 で、中計の 1 年目としては順調な結果が出せたと考えております。 

続きまして、昨年度のですね、いろいろ対応すべき課題ということで挙げておるのですが、そこの

進捗状況について付録の方にありますけれども、そこで簡単に説明したいと思います。 
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26 ページですね、26 ページまでちょっとスライド飛ばします。 

はい、こちらになります。ここは、第 3 クォーターの時にこんなような話をしましたということを

書いていますけれども、第 4 クォーターからこの 4 月にかけてあった話を少しお話したいと思いま

す。 

1 番目は、新規顧客の獲得およびお客様とのリレーションシップの強化です。新年度、やっぱり営

業効果のために営業統括部の組織改編を行いました。あとは事業部門も、本部側もアカウント営

業、アカウントマネージャーというのを明確にして、連携の強化で推進していくという営業体制を

この 4 月に変えております。またちょうど、蔓延防止のコロナのあれも 3 月末で終わりましたの

で、4 月から経営体制の刷新、ロゴの変更、プライム移行というふうな話もありますので、4 月 5

月と今、お客様とのリレーションの活動を強化するということで、いろいろ動いております。ま

た、ラジオ日経に出演して、いろいろ会社の状況等を話したというふうな話があります。 

2 番目のデジタルソリューションビジネスの拡大ということで言いますと、資本業務提携している

AIベンチャーで調和技研というところがあるのですが、そちらに兼務出向者を配置して、連携の

強化、今までも連携はしていましたけれども、今まで以上にビジネスの連携強化を図っているとい
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うのがあります。それから RPA の UiPath というのを我々は取り扱っているのですけれども

UiPath社のゴールドパートナーに認定されております。あとは、IT トレンド EXPO で講演したり

というふうな、そういう社会活動も行っております。 

 

3 番目、M&A・アライアンスの推進とグループ企業とに対する管理の強化です。 

こちらは、4 月 1 日ということでグループ会社間での取締役とか、管理職の出向異動人事というの

を結構やって、グループ会社間でのシナジーの発揮というのを目指し、さらなる発揮を目指してお

ります。また 1 月に発表していますけれども、グループ会社 3 社の統合プロジェクトというのが走

っていまして、順調に推移しております。7 月 1 日に今、新会社になりますが、社名はクレスコジ

ェイキューブという名前で、10 月には本店を移転する予定になっております。メインにつきまし

ては、売り手市場になっておりまして、非常に競争が激しくなっております。今後は、こちらから

アクティブにアクションをかけていくというふうな形で、M&A の活動をしていきたいということ

で検討しておる最中です。 

続きまして、人材の採用と育成環境の拡充です。 
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4 月 1 日付けで新入社員はグループ全体で 180 人、うちクレスコ単体で 95 人が入社しておりま

す。全社員に向けては、新社長の方から業務として教育にしっかりと取り組んでいかなければなら

ないということで、全社員に年間 40 時間の教育を業務として必須で取らせる方針を出しておりま

す。教育の強化のエリアですけれども、一つは重点技術、AI・クラウド・アジャイルというふうな

重点技術。それから品質管理、それからマネジメントというふうな分野になります。 

 

続きまして 5 番目、DX 推進と機動的経営の実現です。 

4 月の新年度が始まるにあたって、意思決定のスピードアップを目指して、旧本部体制を引いて、

執行役員クラスを本部長にして、決裁権限を拡大するような組織変更をしました。また、4 月の組

織再編で経営戦略本部を設置し、中計の戦略推進、あと人材の育成、DX 推進をリードしていくと

いう活動を強化しております。 

6 番目の健康経営の推進ですが、先ほど申しました通り、健康経営優良法人 2022 に認定されたの

に加えて、昨年度は健康増進手当を支給するということで発表していまして、結局、年度締めたと

きに 47%、ほぼ半分の方社員がその支給対象になったというのがデータとしてあります。あと、

ウオーキングイベントですね。2 回目を今、実施しているところです。 
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7 番目、働き方改革の推進と健全な労働環境づくりです。 

コロナ時代に適用したオフィス環境の整備ということで、結構、投資を活発化させております。昨

年度もそうですし、今年度にかけても継続して発生します。クレスコで言いますと、本社のリニュ

ーアルとか、サテライトオフィス、大阪開発センターの引越し。それから子会社で言うと、地方の

郡山の開発センターですとか、あと本店移転が 10 月にアイオス、それから新会社であるジェイキ

ューブの 2 社が 10 月に本店を新社屋に移転する予定になっております。 

やはり、新しい環境で、良い環境で仕事をするというのが大事だということで、そういうところに

投資しているということです。あとは、昨年度は業務繁忙でちょっと長時間労働の社員も目につき

ました。残業の時間管理なのですけれども、今までは法定時間で管理をしていましたが、今年度か

らは時間数がもう少し少ない所定時間に変更して、長時間労働の改善を図っていきたいと思ってお

ります。あとは夜 10 時以降のメールとかチャットは禁止ということで、改めて社長からそういう

指示を出しております。 

次に、品質の強化という話です。昨年度は一部グループ会社で中規模の赤字プロジェクトというの

が発生しましたが、収益にそれほど大きな影響は与えておりません。クレスコ単体でも、品質目標
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はクリアできたかなと思いますが、やはり一部プロジェクト納期の遅延とか品質不良が出ています

ので、やはり QCDの確実な実行が必要だという認識でおります。 

 

生産性の追求ということで、昨年度は管理本部の業務の一部に RPA を導入して、全社的に業務、

効率化を推進するという活動をしました。また、私どもの会社独自だと思うのですけれども、CET

活動というのがありまして、これはクレスコ・エキスパート・チームということで、技術のエキス

パートのチーム 50 名ぐらいが毎年任命されるのですが、彼らに対していろんな技術者からのナレ

ッジの共有ということ、教えてくださいというふうな、レビューしてくださいと、そういうような

活動が結構オンラインでの相談も活発化して、生産性向上には寄与したのではないかなと思ってお

ります。 

10 番目、開発に従事する人材の確保と体制強化です。先ほど申しました通り、新卒採用は計画通

りできておりますが、中途採用は苦戦しております。やはりブランディングを強化するということ

で、もう少し採用ができるようにやっていきたいと思っておりますし、あとビジネスパートナー様

との関係も強化を図っていきたいと考えています。4 月にはビジネスパートナーさん向けのフォー

ラムを開催いたしました。 
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11 番目、ダイバーシティへの取り組みです。 

女性社員の比率は上昇しております。今年はクレスコ単体で言いますと、95 名の新入社員のうち

45 名が女性ということで、クレスコ単体の女性比率は今 25%を超えております。コロナ禍で留学

生とか日本企業への求人の動向も注視しながら、外国人採用というのも継続してやっていきたいと

考えています。 

12 番目、コーポレート・ガバナンスの推進です。 

4 月に新社長が就任して経営体制の若返りを図りました。また、東証プライム市場に移行しまし

た。執行役員が本部長となって執行のスピードアップ。取締役は管掌担当に専念というふうな体制

にしました。 

また IR で言いますと、主要 3 社の IRサイトランキングで上位賞を受賞しております。脱炭素につ

いては、活動方針は整理中でありますけれども、我々にできることは限られているのですけれど

も、やはり継続して在宅勤務の推進とか、ペーパーレスの推進、あとはシステムをクラウド化して

いくとか、そういうところが中心になるかなと思っております。 
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最後になりますが、13 番目、事業ポートフォリオの最適化と柔軟な組織経営です。 

現状は全体としては、市況は堅調だと思っていますが、この後も少し今期の話をしますが、やはり

ウクライナの戦争で地政学的リスクや円安、物価高。やはり、お客様の中でのビジネス影響という

のが、顕在化が少ししてきていますので、それに備えて我々も幅広な、前広な営業活動というのは

必要だなと思っています。スピード感を持って事業展開をしていきたいと思っております。以上が

対処すべき課題の話になります。ちょっと前に戻ります。 
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ちょっと時間が押していますので、スピードアップで行きますけれども、23 年 3 月期の見通しと

いうことでお話したいと思います。 

情報サービス産業につきましては、この上のオレンジのところで書いていますが、懸念材料がない

かと言えばあります。やはり、コロナとか戦争の話ですね。ただ今のところは、影響は限定的かな

と。やはり DX の推進の潮流が変わっておらず、需要はあるだろうと見ております。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

22 
 

 

コロナへの対応ですが、もう丸 2 年間やってきて、かなり定着しております。 

22 年度も継続してこのようなことを対応していくということですね。先ほども申しました通り、

オフィスをかなり変えるというふうな動きは今、クレスコグループ会社含めて出ております。 
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業績の見通しですが、この先、ちょっとわからない部分もあるのですけれども、コロナとか戦争と

か、あんまり大きな支障は今ないだろうと思っています。IT投資は継続してあるだろうと思って

おります。 
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そういうもとでの業績予想ですが、売上高は 475 億の 6.9%の増収。営業利益は 47 億 5000 万で

6.6%の増益。経常利益は 51 億 5000 万で 7.7%の増益と予想しております。 
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配当の方針ですが、昨年度に比べて 2 円の増加で 46 円。中間 23 円、期末 23 円の 46 円という予

定です。配当の方針は変わっておりません。連結の経常利益に基づいて算出されるものです。 
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先ほどちょっと昨年度分を話ししましたけれども、今年度は対処すべき課題ということで、この

10 項目を追っかけていきたいと思います。少し昨年度よりもマージ通して順番も少し見直しはし

ていますが、大きくは変わっておりません。 

1 番目は、やはりお客様との関係、新規の顧客の開拓。それから 2 番目は、デジタルソリューショ

ンの拡大、新技術の研究・開発。3 番目は人材の獲得と開発体制の強化。4 番目はM&A の推進と

ブランディングの強化。5 番目は DX 推進と機動的経営の実現、6 番目は安心・感動を生み出す品

質強化。7 番目は ESG 経営の推進とサステナビリティに関する取り組み。8番目、健康経営の推

進。9 番目、働き方改革と健全な労働環境づくり。10 番目、ダイバーシティへの取り組みという

ふうな課題感を持って、これに対しての取り組みをやっていきたいと考えています。 

ちょっと時間オーバーしましたけど、私の発表は以上になります。 
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質疑応答 

 

司会 [Q]：ありがとうございました。 

それでは、これより質疑応答のお時間といたします。いただきましたご質問をこちらで代読し、会

社出席者よりご回答いたします。それでは、ご質問よろしくお願いいたします。 

それでは、事前にいただいているご質問もございますので、最初のご質問をお読みいたします。気

候変動を含むサステナビリティの対応について、現状と今後の方針について教えてくださいという

ご質問です。よろしくお願いいたします。 

根元 [A]：気候変動に関する話、脱 CO2 の質問ということですが、対処すべき課題の 7 番目にも

ありますけれども、先ほどちょっと発表の中でもお話しましたけれども、そういう議論は始めてお

りますし、データも取り始めています。 

ただ、我々が工場とかデータセンターとかを持っているわけではないので、できることというのは

非常に限られているかなと考えています。具体的には在宅勤務を継続してやって、移動時間だと

か、そういうところを削減する。電力使用量を削減する。あとはペーパーレスの推進。あとは我々

が持っているシステムも、できるだけもうクラウドにシフトしていくというふうなところが中心に

なるのかなと思っております。プラスアルファ何かできることがないかというのは、今後の課題に

なるかなと考えております。以上です。 

司会 [Q]：ありがとうございました。続きましてのご質問です。統合報告書の作成準備について、
既に開始されているのかどうか教えてくださいというご質問です。よろしくお願い致します。 

根元 [A]：答えとしては、まだ準備は進めてないという状況です。 

ただ、いずれやはりプライム市場に行ったということ、移行したということもありますし、そうい

うものを求められているというふうには理解していますので、いずれそういうものを出していくこ

とは必要になってくるというのは認識しております。ただ、現時点では何かプロジェクトを起こし

ているかというと、まだそこまではいってないというのが答えになります。 

司会 [Q]：ありがとうございました。続きましてのご質問です。中期経営計画について目標で達成
しそうな数字はありますが、中計の見直しについてはどのようにお考えでしょうかというご質問で

す。よろしくお願いいたします。 
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根元 [A]：中計の状況ですけれども、売上 500 億、営業利益 50 億、ROE 15 というのが目標にな

っていますが、現時点では目標を変更するというのは考えておりません。どちらかというと、今

2023 年を見ていますけれども、次の 2026 年に向けて、どういうふうに考えるかというふうなこ

とを、今年 22 年度から少しもう検討に入ろうかなと思っております。ですから、この数字は確実

に 500、50、15 という数字は、2023 年は必ずやるという意識ではおりますけれども、これを今変

更するというのは特に考えておりません。どちらかというと、その先の 2026 をどうするかという

検討に今年度着手しようと考えています。 

司会 [Q]：ありがとうございました。ほかにご質問のある方いらっしゃいましたら、テキストにて
ご質問をお送りください。続きましてのご質問です。新年度の売上高は 6.9%増収の予想ですが、

各サブセグメントで強弱があるようでしたらコメントをいただけないでしょうか？もし凹凸がある

ようでしたら、背景についてもご説明くださいというご質問です。よろしくお願いいたします。 

根元 [A]：今年度の売り上げの見通しで、セグメントごとのという質問だと理解しています。昨年
度で言いますと、ここに今スライドを出していますが、エンタープライズが 6.7%、金融が

10.7%、製造が 18.4%という数字、伸びになっているのですね。我々の思いからすると、エンター

プライズがもう少し伸びるかなと思っていまして、製造のところはここまで伸びないだろうと思っ

ていたのですけれども、結果としてはこうなりましたというのが昨年度でした。 

今年度をどう見るかというと、正直、ベースはほぼ大体同じぐらいかなと思っています。エンター

プライズのところは、やはり業種がたくさんありますので、こちらのお客さんでプロジェクトが終

わっても、また別な業種、別なお客様のところでまた盛り上がるというのがあるので、そこそこに

伸ばすだろうと思っています。6％、7％ぐらいは通常伸びると思っています。あと金融もそれなり

には、同じぐらい伸びるのではないかなと。製造は去年 18.4 伸びていますが、ここに書いていま

すように OEC という連結の話が、M&A の連結効果がありましたので、そこまでは伸びないのでは

ないかと思っています。もちろん M&A で、そういう案件が入るとオーガニックのところ以外で、

プラスアルファで影響は出てきますので、そこは加味していませんけれども、ほぼこの三つのサブ

セグメントでほぼ同じぐらいかなと思っております。 

あとは、デジタルソリューションのところは、予定では多分 1.5 倍ぐらい。昨年 44.4%を伸ばしま

すけど、そのぐらいの伸びは想定、強化していますので、そのぐらいの伸びというのは想定してい

るはずです。以上になります。 

司会 [Ｍ]：ありがとうございました。引き続きご質問をお受けしておりますので、ご質問のある方
はテキストにてご質問をお送りください。それでは、ご質問も一巡したようですので、これをもち
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まして質疑お時間、質疑応答の時間を終了といたします。最後に根元会長よりご挨拶がございま

す。会長よろしくお願いいたします。 

根元 [Ｍ]：長時間にわたり説明会にご参加いただき、ご視聴いただき、本当にありがとうございま
す。私、社長として今年の 3 月まで 8 年にわたって社長業をやってきました。この 4 月からは社

長を、今日この後紹介しますが冨永という者に交代しまして、私は会長職になりました。 

引き続きグループ会社が 12 社ありますので、グループ会社を中心に私の方が担当して、単体のと

ころ、あとこういう IR のところの対応というのは冨永の方に引き継いでいきたいと思っておりま

す。引き続きクレスコのことを、ご興味持っていただきご愛顧いただければ幸いでございます。本

当にありがとうございました。じゃあ冨永をご紹介します。 

冨永 [Ｍ]：皆さん初めまして、クレスコの冨永と申します。 

4 月から社長を拝命しました。よろしくお願いいたします。1967 年の生まれで 55 歳になります。

クレスコ入社いたしましたのは、1990 年。創業が 88 年ですので、創業後 3 年目でクレスコに入

社させていただきました。 

その後は主に現場叩き上げで、金融系あと公共系のシステムエンジニアをずっとやりまして、事業

部門に関してはネットワークとかインフラ、サーバー周りの事業部の事業部長までやらせていただ

いて、2013 年に取締役ということで拝命いたしました。2013 年以降は、事業部門を見させていた

だくとともに、途中 4 年間は管理部門に移りまして、人事、総務あと採用回り全般を見さしていた

だいて、そのときに改めてクレスコの経営理念である人間中心という考え方を再度、私自身の腹に

落として、たくさん勉強させていただきました。そのときの思いが、やはりそのときに採用した新

卒の若い子たち、あとキャリア採用で入社してきた人たち、彼らの人生をしっかり良いものにして

いきたいという思いが非常に強くなりました。その思いで、今も教育、あとは彼らのキャリアアッ

プに努めているところでございます。 

出身に関しまして山口県でございます。大切にしている言葉は「感謝」と一言で書いております

が、私自身が現場で、叩き上げでやらせていただいた時に、部下にも非常に助けていただきました

し、上司にももちろん助けていただきました。その後で、お客様にもしっかり育てていただきまし

た。株主の方々にも、たくさん応援いただいていると思っています。それらステークホルダーの

方々への感謝の思いというのを、ずっと忘れずに社長業をやっていきたいと思っております。 

クレスコは先ほど根元から説明がありました通り、Ambition2030 と、2030 年に向けて大きな目標

を立てて進み始めたところです。中計に関しましても、中計 2023 が 2 年目に入って、先ほどあり
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ました通り、今年度は、この中計ではなくて次の 2026 年の中計に向けてしっかり土台作りをして

いくという年でもあると思っております。あと先ほど申しました通り、私自身は社員をしっかり教

育して、技術面のみではなく、ビジネス面、お客様の仕事をしっかり理解してお客様の環境に、お

客様にマッチした良いものを提供していくことを、しっかり社員と話し合って進めていきたいと思

っています。技術者ですから、一歩一歩着実に進むと同時に、今後はやはり市場、時代をしっかり

見据えたチャレンジも必要であると思っております。それらを社員と一緒に進めていき、クレスコ

をより良い会社にしていき、皆様方にも引き続き応援していただけるようにして参りたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

司会 [Ｍ]：これをもちまして、本日の決算説明会を終了とさせていただきます。本日は最後までご
視聴いただきまして、誠にありがとうございました。 

［了］  

______________ 

脚注 
1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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